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ヤマセミのとまり場の利用様式

黒田治男’

1985年１月，兵庫県姫路市林田町の林田川に面した東側の山裾でヤマセミのっがいの観

察をはじめ，観察を続けているうちに決まったとまり場が数か所あることがわかった．そ

のとまり場では，採食，脱糞，ペリットの吐き出し，水浴びや羽づろい，求愛行動，休息

などの行動が見られた．採食をするときおもに使うとまり場，フンをするとき使うとまり

場，水浴びや羽づくろいをするとき使うとまり場，休息するとき使うとまり場というよう

に，用途によって使い分けているようであった．ここでは，ヤマセミにとってのとまり場

のもつ意味を明らかにし，ヤマセミの生息環境の一部を報告する．

調査地および調査方法

今回確認できたヤマセミのとまり場は，林田川に面した東側の山裾およびその周辺にあ

り，そこは約60～70ｍ離れた見通しのよい対岸の土手から観察することができた（図ｌ）．

そこの環境は，落葉広葉樹や常緑広葉樹が混在した雑木林で，朝のうちはほとんど陰って

いる．そして，西側には民家が立ち並び，土手のふちのところどころに竹やぶが生えてい

る．その竹やぶのおかげで，ヤマセミの姿が見えないようにうまくカモフラージュされて

いるようだった．観察にはブラインドがわりに車を利用し，ヤマセミが現れるのを待って，

使用したとまり場の位置を記録した．観察日は1985年２月24日～10月17日中の18日間で，
観察時間は計64時間30分であった．

とまり場は28か所見つかり，それぞれアルファベットＡ～Z，ａｂをつけて区別し（図１)，

利用状況の記録をとった．各とまり場の特徴については，形状を「太枝」（直径５ｃｍ以上)，

｢細枝」（直径５ｃｍ以下)，「その他」に分け，水辺からの距離を「水ぎわ」（２ｍ以内）と

｢水から離れている」（２ｍ以上）に，見わたしのよさを「よい」（周囲が茂っていない場
合）と「悪い」（周囲が茂っている場合）に分けた（表ｌ)．

結果および考察

１．一般的な行動の観察

観察時間は一定していないが，ヤマセミが現れたときの行動について，採食，ペリットの

吐き出し，脱糞，水浴び，羽づくろい，あくび，交尾その他の出現回数を表したものが表

2である．以下に，調査期間以前の観察やその他予備観察で見られた行動も含めて述べる．
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図１．調査地内におけるヤマセミのとまり場の位置．

Ｆｉｇ．１．PerchingpointsofPiedKingfisherｓｉｎｔｈｅｓｔｕｄｙａｒｅａ．

１）侵入者への攻撃

観察をはじめた２月10日７時38分にすでに調査地にいた２羽のヤマセミが，７時58分に

飛来したもう１羽のヤマセミと８時３分まで激しく鳴きかわして争った．あとからきた１

羽は，２羽のヤマセミに追いたてられ下流のほうへ飛び去っていった．２月23日７時４分

上流から雄が現れ，７時７分に別の雄が現れた．２羽の間には一定の距離があった．その

後はじめのヤマセミが鳴きながらあとの１羽を下流へ追いはらった．以後，つがい以外の

ヤマセミは姿を現さなかった．
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表１．ヤマセミの各とまり場の特徴．

Table１．Characteristicsofeachperchingpoint．

＋

水辺からの距離2）
Distancefromwater

見わたしのよさ3〕

Surroundingofperches

とまり場の形状'）
Perchesとまり場

の記号

Perching
point

＋
＋
＋

＋
＋
＋

＋
十
＋

太枝
Branch

細枝

Ｔｗｉｇ

その他

Others

水ぎわ

Ｗａｔｅｒ

ｅｄｇｅ

水から離ｵTている

Ｆａｒｆｒｏｍ

ｗａｔｅｒ

悪い
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よい
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十
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＋
＋
＋
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竹やぶ

竹やぶ

竹やぶ

電線

竹やぶ

竹やぶ

1）「太枝」は直径５ｃｍ以上，「細枝」は直径５ｃｍ以下のものを指す．

2）「水ぎわ」とは，水辺からの距離が２ｍ以内，「水から離れている」とは，２ｍ以上の位迩を指す．

3）見わたしのよさが「よい」とは周囲が茂っていない状態で，「悪い」とは周囲が茂っている状態である．

２）雌の昼寝

２月23日，午前中に雄どうしのなわばり争いがあったにもかかわらず，雌の方はのんび

りした様子で羽づくろいをしたあと，顔をうしろに向けて寝てしまった．しかし，ヒヨド

リやカラスにじゃまをされ，昼寝をした時間は数分で短かった．その後，雌はあくびをし

て上流へ飛び去った．昼寝を観察したのはこのとき１度だけであった．

３）求愛行動

２月24日，雌は，ホバリングをしたり上流や下流へ飛び去るのが多く見られた．７時4７
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分，雌雄とも上流より現れ，同じとまり木で向かいあい，雌が飛ぶと雄があとを追う行動

が見られた．１１時56分，突然両者がさかんに鳴きはじめ，そのとき雌は翼を小刻みに振わ

せながら雄に求愛を示した．その後，雄が飛び立つと雌が追う行動に変わった．３月２日

11時36分にも両者がさかんに鳴きはじめ，求愛行動を示し，その後雄が飛び立つと雌があ

とを追って飛び立った．

４）雌が雄に食物をねだる行動

３月23日，３１日，４月30日の３日間で，雌が雄に食物をねだる行動が見られた．雌が食

物をねだるときには，アマガエルが連続的に鳴くような甘えた声を出し，雄のあとを追い

まわした．今回の観察では，実際に雄が雌に食物を与えるような行動は見られず，雄のい

るとまり木のそばに雌がとまり，雄のくちばしをつついただけだった．

表２．調査期間中に観察された８種類の行動の回数．

Table２．Thedataforeighttypesofbehaviorobservedduringthestudyperiod．

月日

Ｄate

時間

Ｔｉｍｅ

2/２４６：５２－

１２：１５

３／２７：３ト

１２：１０

３／３１５：４０－

１７：５７

３／９１０：３ト

１５：３０

３/１０８：２卜

１６：２５

３/１６９：３４－

１６：５５

３/２１１２：２４－

１５：１０

３/２３８：２ト

１６：３０

３/３１１３：３ト

１６：４５

４/３０１４：０卜

１７：３０

５／１１４：３ト

１８：１０

５／３１６：０酷

１７：１０

５／５１４：０卜

１５：５０

５／８１６：３ト

１８：００

５/１７１４：Ｏト

１５：２０

７/１２１１：５３－

１２：３５

７/１８１５：５ト

１８：１５

１０/１７１４：２５Ｆ

１６：00

天候出現回数採食ペリットの

WeatherAppear‐Feeding吐き出し
ancePellet

脱糞

Excre‐

ｍｅｎｔ

水浴び羽づく乱、あくび

BathingPreen‐Ｙａｗｎ－

ｉｎｇｉｎｇ

ＭＦＭＦＭＦＭ Ｆ Ｍ Ｆ Ｍ Ｆ Ｍ Ｆ

ｅ６４１１１

●３３

①１１２２１

。１２１１１１２１

①７３１１３９２ １

①３６１１２４ ６１３１

◎２１１１３１

◎５３３１２４２１０１５

◎２３１１

◎１２１２

①２２１２８

①１ １１１

●２１３２１

①２１１１２１４２

①１１

◎ｌ

◎１１１２１

。２１１２５

Ｍ：雄Male，Ｆ：雌Female．＊：成功Successful，＊＊：不成功Unsuccessful．

交尾

Copu‐
lation

＊

その他

Others

雌，羽をふるわ

す＝求愛行動

＊＊雌が雄に食物を

ねだる

雌が雄に食物を

ねだる

＊雌が雄に食物を

ねだる



５）交尾行動

交尾行動は３回観察された．３月９日はＧの枝，４月30日にはＭの枝で交尾が行なわ

れた．３月23日にもハシボソガラスの巣の左下の枝で交尾が行なわれようとしたが，カラ

スの攻撃を受けて失敗した．いずれの交尾のさいにも，雌がとまっていた枝に雄が近よっ

て雌の上に乗った．

６）その他

調査地内にはハシボソガラスの巣があり，繁殖期におけるカラスとヤマセミの関係につ

いて観察することができた．ヤマセミは別のヤマセミが侵入したときには攻撃を行なった

が，カラスなど別の種には何の反応も示さなかった．しかし，カラスは抱卵期（３月10～

23日）からヒナが巣立ちしていなくなるまで間（４月30日～５月８日)，ヤマセミヘの攻

撃が頻繁に行なわれた．カラスの攻撃は，抱卵期にはＢ，Ｃ，Ｄ，Ｇ，Ｈ，Ｏ，Ｐ，育雛期

にはＣ，Ｇ，１，Ｋ，Ｒと，カラスの巣の下付近が多かった．また育雛期に比べ抱卵期のほ

うがさかんだった．

２．各行動におけるとまり場の選択性

ここでは，観察された行動のうち，ある程度まとまった回数の観察が得られた，採食，

ペリットの吐き出し，脱糞，水浴び，羽づくろい，休息の６種類の行動について，とまり

場の選択性があるかどうかを調べ，例数の多い項目については，Grubb（1986）を参考に

して雌雄間で有意検定を行なった．

１）採食

採食時に利用したとまり場は，雄がＨ，Ｉ，Ｕで，雌がＧ，Ｈ，１，Ｋだった（図２)．こ

のなかで，食物をとったあと，とまっただけで食べるまでいたらなかったＵを除くと，

雄と雌は互いに近いＧ，Ｈ，１，Ｋを採食時に使っていた．ここで最も多く利用したとま

り場は，雄が１，雌がＨだった．Ｉは水面より３ｍほど上にある直径10ｃｍの太枝で（図３)，

ＧやＫは直径５ｃｍほどの細枝である．Ｈは水面に突き出た岩で（図４)，おもに魚などを

たたくのに利用された．採食時には，太枝や岩の上など，魚をたたくのに適した幅があっ

てかたいとまり場を好んで利用しているものと考えられる．

２）ペリットの吐き出し

ペリットを吐き出すのに利用したとまり場は，雄がＥ，Ｌ（各１回）で，雌がＩだけだっ
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図２．摂食時に利用した各とまり場の利用割合．
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図３．ヤマセミのとまり場Ｉ

Ｆｉｇ．３．Perchingsitel．
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た（３回)．Ｉは前項で述べたが，Ｅは枯れた枝でＹ字形になっている．Ｌは直径５ｃｍほ

どの枝が数本分かれた枝だった．ペリットを吐き出したときの観察例は少なかったので，

とくにとまり場を選んで利用しているかどうかは疑問だが，Ｅ，Ｌ，Ｉとも吐き出したペリッ

トが拾えない水面上であった．

３）脱糞

フンをするとき利用したとまり場は，雄がＦ，Ｇ，１，Ｌ，Ｎ，Ｐで，雌がＢ，Ｇ，１，Ｎ，

Ｑだった（図５)．ここでは，Ｂのように山裾の高いところの枝から，Ｑのように水面よ

り1.5ｍほど上にある見わたしの悪い枝まで広く利用され，フンをする場合，周囲の状況

に関係なく短時間ですむため，雄も雌も選択性がないように思われる．ただし，雄も雌も

職，

図４．ヤマセミのとまり場Ｈ

Ｆｉｇ．４．PerchingsiteH．
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とくにＩを多く利用していた．Ｉは枝の左右に空間があいていて，フンをしやすいのでは

ないかと考えられる（図３)．また，太くて見わたしがよい枝（B，Ｆ，Ｉ，Ｐ）と細くて見

わたしが悪い枝（G，Ｌ，Ｎ，Ｑ）に分けて検定した結果，雌雄で好むとまり場に有意な差

は認められなかった（ｘ２＝０．１，自由度１，Ｐ＞0.05)．

４）水浴び

水浴びの前後に利用したとまり場は，雄がＧ，Ｈ，１，Ｋで，雌がＨ，１，Ｋだった（図

6)．Ｇ，Ｈは水面に近く，飛びこむのに都合のよい場所である．ヤマセミは水浴びをする

場合，まずとまり場から水面を見わたし，準備してから飛びこんでいた．したがって時間

もかかり，とまり場を選ぶ必要があるのではないかと思われる．また，とまり場を太くて

見わたしがよい枝（１）と，細くて見わたしが悪い枝（Ｇ，Ｋ)，そして水ぎわの岩（Ｈ）

に分けて検定したところ，雌雄で好むとまり場の違いに有意差が認められた（ｘ２＝32.55,

自由度２，Ｐ＜０．００１)．すなわち，雄はＧを好み，雌はＨを好んで利用した．Ｇは水面

より1.2ｍほど上にある枝で，ほぼ垂直に飛びこむことができ（図７)，Ｈは水面に突き出

た岩で，ほぼ水平に飛びこむことができる（図４)．

５）羽づくろい

羽づくろいをするとき利用したとまり場は，雄がＧ，Ｋで，雌がＧ，Ｈ，１，０，Ｐだっ
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図５．フンをするとき利用した各とまり場の利用割合．

Ｆｉｇ．５．Frequencyofuseofeachperchingsitefordefecating．
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図７．ヤマセミのとまり場Ｇ・

Ｆｉｇ．７．PerchingsiteG．
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図８．羽づくろいをするとき利用した各とまり場の利用割合．

FiR．８．Frequencyofuseofeachperchingsiteforpreening,
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た（図８)．水浴びをしたときよく使われたＧとＨが，羽づくろいをするときにも多く使

われていた．またI，Ｏ，Ｐでは，休息している間に羽づくろいをするのが見られた．羽

づくろいをするときに利用するとまり場には，水浴びを終えたあとに使うものと，休息時

に使うものに分かれていると考えられる．

６）体′息場所

今回確認されたとまり場28か所のうち，Ｈを除く２７か所が休息に使われていた．そのう

ち雄は26か所，雌は23か所を利用していた（Ixl9)．雌雄とも，水面に突き出た岩Ⅱ（図

4）を休息場所として利用しなかった．それ以外では，見渡しが悪いとまり場も，兄わた

しがよいとまり場も利用していた．また，とまり場を細い枝で水から離れていて，兇わた

しが悪いところ（Ａ，Ｋ，Ｌ，Ｍ，Ｎ，０，s)，逆に見わたしがよいところ（T，Ｕ，Ｖ)，

細い枝で水ぎわの見わたしが悪いところ（C，Ｇ，Ｑ，Ｒ)，太い枝で水から離れ，見わた

しがよいところ（Ｄ，Ｅ，Ｆ，１，Ｊ，Ｐ)，水から離れていて，見わたしがよいところ（Ｂ，
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Z)，細い枝で水から離れ竹やぶのそば（Ｗ，Ｘ，Ｙ，ａ，ｂ）の６タイプにわけて検定した

結果，雌雄で好むとまり場の違いに有意差は認められなかった（Ｘ２＝3.06,自由度５，

Ｐ＞0.05)．図９から見ると，雄はとくにＬを，雌は１，Ｋ，Ｖなどを休息場所として多く

利用している．Ｌは，水面より５ｍほど上にある直径５ｃｍほどの枝が数本枝分かれした細

枝で，見わたしが悪く，周囲から少し隠れたようになっている．Ｉは見わたしがよく，周

囲からあまり隠れていないが，枝の左右が開けていていつでも飛び出せるようになってい

る（図３）．ヤマセミは休息のさい，周囲の外敵から身をかくせたり，あるいはいつでも

逃げ出せるようなとまり場を多く利用しているのではないかと考えられる．
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図９．休息場所として利用した各とまり場の利用状況．

Ｆｉｇ．９．Frequencyofuseofeachperchingsiteforresting．
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要約

1985年２～１０月までの18日間，兵庫県姫路市林田町でヤマセミのとまり場の利用様式について調べ

た．ヤマセミのつがいはいくつかのとまり場を好み，そこで採食したりフンをしたり，水浴びや羽づ

くろいをしたり，あるいは休息したりしていた．

１．採食のために利用したとまり場は，雄が３か所，雌が４か所あり，太い枝や岩など，幅があって

かたいところを利用していた．

２．フンをするときには，雄が６か所，雌が５か所のとまり場を利用し，雌雄ともにとまりやすく左

右に空間があいているとまり場を好んで利用していた．雌雄の好みに有意差がなかった．

３．水浴びをするとき利用したとまり場は，雄が４か所，雌が３か所で，水面に近いとまり場を利用

していた．雄は垂直に飛びこむのに都合がよい枝，雌は水平に飛びこむのに都合がよい岩を好み，

雌雄の好みに有意差があった．

４．羽づくろいのときは，雄が２か所，雌が５か所のとまり場を利用し，水浴びを終えたあとに羽づ

くろいするとまり場と，休息時にとまって羽づくろいするとまり場に分かれていると思われる．

５．休息場所としては，雄が26か所，雌が23か所のとまり場を利用していた．雄は周囲から少し隠れ

た枝，雌はいつでも逃げられる枝を好んでいた．雌雄の好みに有意差がなかった．ヤマセミが休息

する場合，周囲の外敵から身をかくせたり，あるいはいつでも飛び出せるようなとまり場を多く利

用しているといえる．
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PerchselectionofthePiedKingfisherαぴIeIugu6rjs

HaruoKurodal

ApairofPiedKingfishersCEFyJeJugubriswereobservedforl8daysbetweenFebruary

andOctoberl985atHayashita-cho,Himeji-shi,Hyogo，Perchsitesandbehaviorwere

recordedandperchsiteselectionwasanalyzed、Ｔｈｅｐａｉｒｈａｄｓｏｍｅｐｒｅｆｅｒｒｅｄｐｅｒｃｈｓｉtes

forfeeding,defecating，bathing,preeningandresting、

１．Themaleusedthreeperchesforfeeding，andthefemaleusedfourperches、Thefeeding

percheswerebranchesandrocksthatweresuitableforcuttingfood，

２．Fordefecating,sixpercheswereusedbythemale,ａｎｄｆｉｖｅｗｅｒｅｕｓｅｄｂｙｔｈｅｆｅｍａｌｅ，

Ｂｏｔｈｔｈｅｍａｌｅａｎｄｆｅｍａｌｅｐｒｅｆｅｒｒｅｄｔhepercheｓｔｈａｔａｒｅｅａｓｙｔｏｐｅｒｃｈｏｎａｎｄａｒｅｓｕｉta‐

bleforthepurpose、

３．Ｆｏｒbathing,fourpercheswereusedbythemale，ａｎｄｔｈｒｅｅｗｅｒｅｕｓｅｄｂｙｔｈｅｆＥｍａｌｅ・

Theseperchswerenearwater・Themalepreferredperchessuitablefordivingvertically，

andthefemalepreferredperchessuitablefordivinghorizontally．

４．Forpreening,ｔｗｏｐｅｒｃｈｅｓｗｅｒｅｕｓｅｄｂｙｔｈｅｍａｌｅ，ａｎｄｆｉｖｅｗｅｒｅｕｓｅｄｂｙｔｈｅｆｅｍａｌｅ．
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Someofthepreeningpercheswereusedafterbathingandtheotherwereusedwhile

restin９．

５．Forresting,２６percheswereusedbythemale，ａｎｄ２３ｗｅｒｅｕｓｅｄｂｙｔｈｅｆｅｍａｌｅ・Fre‐

quentlyusedperchesforrestingweresuitableforwatchingpredatorsａｎｄｆｏｒｆｌｙｉｎｇ

ａｗａｙ．

1．IkarugalO55,Taishi-cho，Ibo-gun，Hyogo６７１－１５


